
 

令和３年度                                149 

講習の区分 ＜選択領域講習＞受講者が任意に選択して受講する領域 
講習 

時間数 
６ 時間 

講習の名称 【選択】長崎っ子と世界をつなぐ実践的な国際理解教育 講習形態 
講義・演習 

（WEB配信） 

開 設 者 長崎ウエスレヤン大学（４月より鎮西学院大学へ校名変更） 定 員  30名 

開 設 日/ 時 間 令和３年８月６日（金） / 8：55～16：40 会 場  
動画配信が受信できる場所。

職場もしくは自宅など 

履修認定対象職種 教諭、養護教諭 主な受講対象者 
小学校、中学校 教諭、 養護

教諭 

担当教員(講習代表者) / Eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ/TEL 0957－26－1234(代) 

担当教員： 登り山 和希 （現代社会学部経済政策学科 准教授） 

担当教員(分担担当者等) 井川 博行 （現代社会学部外国語学科 特任教授 副学長） 

講習のねらい/講習方法/講習到達目標  

講習のねらい：  

 児童生徒が活躍する将来は、予測不能な社会が到来すると予想されている。グローバル化が進展する中、世界共通

の価値観を共有し、現代世界の諸課題に対応する姿勢を育むことは、教育活動を展開する中において極めて重要であ

る。本講習では、SDGs（持続可能な開発目標）や長崎県の「アジア・国際戦略」についての理解を深めるとともに、

教室の内外で実践できる国際理解教育について学んでいく。また、コロナ禍における国際交流の具体的な実践などに

ついても履修者とともに学び、指導案や指導計画を作成いくこととしたい。 

講習方法：  

午前は、学校におけるSDGｓの取り組みや長崎県の国際交流事業を中心に、講義を行う。 

午後は、実際の教育活動における指導事例を紹介し、理解の共有を図る。指導案も作成する。 

最後に記述式の筆記試験を行う。 

講習到達目標：  

 ・SDGs とは何かについて説明できる。 

 ・長崎県の国際交流事業やリモートを活用した国際理解教育の実践について理解し、自身の教育活動にどのように

活用することができるかについて考える。 

講習内容(概要) /講習計画(時間毎の講習内容を含む) /キーワード 

講習内容（概要） ： 

総合的な学習の時間や道徳教育の中で展開される国際理解教育について、SDGｓの取り組みも交え現状を学ぶ。また、長崎

県の姉妹都市交流事業や国際化戦略についての講義も行い、教育活動の中で求められている効果的な授業や諸活動のあり

方を検討する。 

講習計画・内容：   
内容等 時 間 担当教員 

オリエンテーション 08：55-09：00 登り山和希 

講義① 国際理解教育とSDGｓについて 09：00-10：30 登り山和希 

講義② 長崎県の国際交流について 10：45-12：15 井川博行 

昼休み 12：15-13：15  

講義③ 指導事例の紹介と授業づくり（休憩時間25分を含む） 13：15-16：10 登り山和希 

筆記試験 16：10-16：40 登り山和希・井川

博行 

                      

 キーワード：  （国際理解教育） （姉妹都市交流） （SDGｓ） 

成績評価の方法  成績評価は，試験の成績や講習中の課題への取り組み等から総合的に判断します。 

成績評価の基準  成績評価は、到達目標達成点を100点とし、総合点で60点以上を合格とします。 

履修認定の方法 成績評価の総合点で合格点に達した受講者に対して履修認定します。 

教科書・教材・参考書  
大学ホームページ内の教員免許状更新講習バナーリンクからダウンロードしてください。  

（講習前にメールにてお知らせします） 

各自で準備するもの  ＹｏｕＴｕｂｅでの動画配信を行いますので、パソコン等の受信可能な機器をご準備ください。 

受講上の注意  

１．「講習の名称」が同じものは1度しか受講できません。 

2.視聴障害や聴覚障害などのため、受講に際して特別な配慮が必要な方は、受講申込前に

事務局へお問合せ下さい。 


